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を
修
飾
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
総
司
街
門
は
元
締
め
の
街
門
と
い
う
よ
う
な
意
味

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

三
二
七

9

「
宣
使
は
行
省
の
下
級
官
人
(
首
領
官
)
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、

宣
使
は
中
書
省
を
は
じ
め
一
定
の
上
級
街
門
に
配
置
さ
れ
て
あ
る
上
意
下

達
の
使
者
要
員
で
あ
っ
て
、
奏
差
な
ど
と
共
に
特
殊
吏
職
グ
ル
ー
プ
を
形

成
す
る
。
そ
れ
故
首
領
官
の
範
時
に
は
含
め
な
い
方
が
よ
い
と
思
う
。

一
一
一
一
一
一
一
日
「
界
内

管
制
閣
内
と
い
う
に
同
じ
」
と
あ
っ
て
、
界
内
を
管
制
問

境
界
内
の
意
味
に
解
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
任
期
内
の
意
味
に
解
す

る
の
が
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

三
三
七

9

「
明
日
」
は
「
明
白
」
が
正
し
い
。

三
四
一

「
順
不
」
は

「
順
元
」
が
正
し
い
。

8 第
三
冊

1

「
迭
っ
て
諸
路
の
監
察
提
穆
司
の
申
に
嬢
れ
ば
」
は
「
迭
っ
て

銭
け
た
阻
画
祭
提
穆
司
の
申
に
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〈
原
文
〉
迭
按

諸
路
盤
謬
提
穆
司
申
。

一一一一
一一

7

書
吏
に
註
し
て
「
・
・
吏
か
ら
官
に
登
ろ
う
と
す
る
者
は
、
必

ず
一
度
は
書
吏
を
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
」
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
書
吏
を
経
由
し
て
官
に
登
る
脅
吏
は
エ
リ
ー
ト
コ

l
ス
を
辿

っ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
の
拙
稿
を
誤
解
し
た
表
現
で

あ
る
。

三
五

6

「
右
丞
」
は
文
意
か
ら
す
れ
ば
「
右
丞
相
」

と
あ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
が
、
元
仙
人
宰
相
年
表
に
は
、

W

惜
底
知
見
が
右
丞
相
に
な
っ
た
形
跡
は
な

-u 

，じ

一

六

二

「

奏

恰

」

は

「

奏
阿
」
が
正
し
い
。

二

二

七

「

納

得

」

は

「

納

者
」
が
正
し
い
。

二
五
九

「
委
ね
て
提
剰
の
部
官
自
ら
事
を
主
り
」
は
「
提
調
の
部
官
と

主
事
と
に
委
自

(
ゆ
だ
ね
る
)
す
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〈
原
文
〉

委
白
提
調
部
官
主
事
。
な
お
六
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
部
内
で
は
最
高
の
首
領

官
で
あ
る
主
事
が
置
か
れ
て
あ
る
。

(牧
野
修
二〉

13 9 8 
中
園
村
落
と
共
同
般
理
論

旗

税

事正
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書
庖

A
5
判

東

京

岩

波

一
一
一
一
頁

私
が
本
書
を
繕
い
て
一
ば
ん
一気
に
な
る
の
は
、

第
一
部
中
薗
村
落
の
研
究
視

角
(
第
一

・
二
・
三
章、

三
l
四
九
頁
)
で
は
、
ひ
ろ
く
中
園
村
落
に
ふ
れ
で

あ
る
が
、
第
二
部
中
園
村
務
の
共
同
慢
的
性
格
に
つ
い
て
の
倹
討
(
第
四
1

八

章
、
五
三
|
二
六
二
頁
〉
|
|
こ
れ
こ
そ
木
盟
国
が
高
く
許
償
さ
れ
る
傑
出
し
た

論
稿
で
あ
る
が
ー
ー
は
、
華
北
農
村
調
査
要
闘
で
一
不
さ
れ
た
よ
う
に
、
河
北
の

順
義

・
良
郷

・
綾
城
・
日
日
繋
・
静
海
五
勝
(
五
カ
村
)
と
山
東
の
歴
城
・
思
懸

二
勝
(
四
カ
村
)
の
調
査

(
尤
も
近
彬
村
落
の
調
査
が
成
々
で
み
え
る
よ
う
だ

が
)
に
主
と
し
て
限
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
表
題
に
あ
え
て
「
中
園
村
落
」

の
名
で
論
述
を
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
華
北
村
落
の
共
問
機
的
性
格
の

検
討
だ
け
か
ら
、
華
中
南
や
東
北
地
区
の
村
落
の
そ
れ
を
も
含
み
う
る
よ
う
な



共
通
し
た
結
果
が
、
華
北
二
省
七
豚
九
カ
村
の
調
査
か
ら
出
る
も
の
か
。

私
も
長
年
中
園
で
農
業
・
農
村
・
経
済
調
査
を
や
っ
て
来
た
だ
け
に
、
氏
の

第
二
部
の
諸
論
稿
に
射
し
、
人
一
倍
、
苦
努
と
苦
心
の
結
晶
で
あ
り
、
不
世
出

の
傑
作
と
し
て
倉
重
す
る
も
の
の
、
そ
れ
を
以
て
中
園

一
般
に
ま
で
敷
街
さ
せ

る
ば
か
り
か
、
第
二
部
の
論
稿
の
な
か
に
論
断
の
行
き
過
ぎ
を
庭
々
に
見
出
す

の
で
、
私
の
所
見
を
披
露
し
た
い
。
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な
お
附
録
三
篇
の
う
ち
、
最
後
の
中
園
の
土
地
改
革
と
土
地
所
有
の
諮
型
態

(
二
七
五
|
三

O
四
頁
〉
は
、
『
東
洋
文
化
』
四
披

(
一
九
五

O
年
一
一
月
)

に
掲
載
し
た
も
の
を
、
一
九
七
三
年
本
書
に
附
載
さ
れ
た
が
、
氏
の
土
地
改
革

に
針
す
る
理
解
が
、
あ
ま
り
に
も
貧
し
す
ぎ
る
。
氏
は
こ
の
論
稿

一
土
地
改

革
の
重
貼
で
「
中
週
共
産
潟
の
土
地
改
一革
の
目
標
・
達
成
」
手
段
に
つ
い
て

は
、
一
九
四
七
年
十
月
十
日
の
『
土
地
法
大
綱
』
か
ら
援
用
さ
れ
、
こ
の

『
大

綱
』
に
も
と
づ
い
て
一
九
五

O
年
春
ま
で
に
東
北
・
華
北
全
匿
そ
の
他
一
部
地

匿
の
土
地
改
革
が
賞
施
さ
れ
た
が
、
氏
の
論
文
が
出
る
数
カ
月
前
、
卸
ち
五

O

年
六
月
一
一
一

O
日
『
土
地
改
革
法
』
が
改
め
て
公
布
さ
れ
、
筆
中

・
南
等
に
行
わ

れ
た
も
の
は
、
氏
の
い
う
「
富
農
の
徐
剰
財
産

・
徐
剰
地
の
波
枚
」
の
こ
と
は

無
く
、
再
び
一
九
四
六
年
五
月
四
日
の
『
土
地
問
題
に
閲
す
る
指
示
』
の
精
神

を
復
活
し
て
「
富
良
の
土
地

・
財
産
を
動
か
さ
ず
」
(
『
土
改
法
』
第
六
篠
)
と

あ
る
。
従
っ
て
土
改
の
重
鈷
・

土
改
の
意
義
は
、
か
り
に
氏
が
『
土
改
法
』
を

講
演
乃
至
雑
誌
登
載
時
期
に
識
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
附
録
に
の
せ
る
場

合
、
書
き
直
す
な
り
、
追
記
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

尤
も
こ
の
論
稿
の
一
の
土
改
の
重
貼
で
、
「
華
北
に
お
け
る
土
地
関
係
」
に

限
定
し
て
、
二
華
北
に
お
け
る
土
地
所
有
関
係
の
一
般
的
性
格
、
三
土
地

所
有
の
諸
型
態
に
、
氏
の
力
黙
が
お
か
れ
た
と
み
て
も
、
疑
黙
が
多
々
出
て
く

る
。
と
の
問
題
は
、
私
も
ひ
ろ
く
中
圏
全
健
に
頑
貼
を
お
い
て
、
年
季
を
か
け

て
勉
強
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
二
鮎
だ
け
採
り
あ
げ
て
お
く
。
一
つ
は
二

九
七
|一一一

O
O頁
の
「
銭
租
」
に
つ
い
て、

私
の
沓
友
穏
和
法
君
の
『
農
村
枇

曾
事
大
綱
』
(
一
一
一
一
一
一
一
一
頁
〉
に
あ
げ
ら
れ
た
銭
租
の
成
立
す
る
土
地
形
態
の
な

か
か
ら
、
商
品
作
物
地
帯
と
官
公
有
地

・不
在
地
主
地
に
お
け
る
そ
れ
を
採
り

あ
げ
、

「華
北
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
つ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
」
、
「
と
く
に

河
北
省
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
駆
一倒
的
比
重
を
占
め
る
の
は
、
商
品
作
物
が
と

く
に
普
及
し
て
い
る
た
め
で
は
な
く
、
官
公
有
地
・
不
在
地
主
地
の
存
在
」
、

「
そ
の
な
か
で
も
、
と
く
に
重
い
比
重
を
占
め
る
の
は
、
か
つ
て
官
旗
産
の
あ

っ
た
地
槽
に
成
立
す
る
金
約
地
代
で
あ
る
。
旗
地
は
官
人
的
土
地
所
有
の
典
型

で
あ
る
」
と
し
て
、
以
下
、
旗
地
に
つ
い
て
中
味
の
無
い
「
官
人
的
支
配
の
特

質
」
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

私
は

一
九
三
五
年
か
ら
一
年
有
徐
、
満
鍛
留
撃
生
と
し
て
北
京
に
滞
在
し
た

と
き
、
中
圏
一
訟
を
教
え
に
来
て
く
れ
た
の
は
二
人
の
満
洲
旗
人
で
あ
り
、
親
し

く
家
族
つ
き
あ
い
し
た
閥
君
は
、
そ
の
名
族
で
あ
り
、
私
が
『
支
那
農
業
経
済

論
』
の
執
筆
に
努
力
し
て
い
た
と
き
だ
け
に
、
旗
人
・
旗
地
問
題
に
話
題
を
向

け
ず
に
お
れ
な
か
っ
た
し
、
粛
親
王
家
の
憲
容
君
か
ら
は

一
そ
う
詳
し
い
話
を

き
か
さ
れ
た
し
、
容
君
自
身
が
『
東
亜
論
叢
』

第

一
緒
ハ
一
九
三
九
年
刊
〉
に

「
河
北
省
の
土
地
制
度
に
就
い
て
|
|
皇
産
・
旗
産
・
寺
産
の
成
立
と
そ
の
嬰

遷
と
を
中
心
と
し
て
」
を
登
表
し
て
、
自
主
産

・
旗
地
の
賞
態
を
明
ら
か
に
し
て

く
れ
た
し
、
『
天
津
盆
世
報
』
(
一
九
三
六
年
二
月
二
四
日
)
に
は
卒
津
南
地
、

天
津
、
育
問
脚
、
治
豚
、
武
清

・
塑
潤

・
慮
龍
等
に
所
在
す
る
数
百
高
頃

(
0
・〉

に
達
す
る
旗
産
は
、
そ
の
約
半
数
が
一
九
三
五
年
七
月
の
河
北
省
官
旗
産
清
理

金
、
ょ
う
ば
い

庭
(
一
九
二
五
年
五
月
設
置
)
の
裁
撤
ま
で
に
拍
賀
さ
れ
た
(
拙
著
『
支
那
農

業
経
済
論
』
上
、

一
八
|
二
四
頁
の

「旗
地
」
併
看
)
。

-141ー
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い
っ
た
い
清
は
、
入
制
後
の
京
畿
八
旗
十
部
徐
に
射
し
、
王
侯
貴
族
等
に
は

封
地
を
緩
給
し、

丘
(
丁
に
は
口
線
の
ほ
か
に
三

O
畝
、
参
領
以
下
の
官
に
は
そ

れ
ぞ
れ
六

O
畝
を
給
し
、
ま
た
官
職
に
隠
じ
て
地
畝
を
抗
給
し
、
か
つ
菟
税
し

た
と
い
う
。
私
の
識
る
と
こ
ろ
で
は
、

旗
田
君
の
い
う
「
荘
頭
」
を
雇
備
で
き

る
の
は
、
大
土
地
を
得
た
了
部
の
者
に
す
ぎ
ず
、

旗
人
針
佃
戸
の
間
で
結
ば
れ

る
小
作
契
約
は
銭
租
だ
が
、
炊
人
に
は
「
経
商
逐
利
」
がい居
間ぜ
ら
れ
も
し
、
氏

の
い
う
「
官
人
的
支
配
」
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
そ
の
質
設
が
欲
し
い
。

そ
れ
に
三

O
O頁
の
末
尾
で
「
水
稲
地
州
市
た
る
歴
城
燃
に
お
い
て
、
分
租
や

穀
租
が
支
配
的
」
だ
と
の
氏
の
言
、
私
は
半
年
歴
城
郡
脚
の
中
心
の
省
城
摘
阿
南
に

留
周
干
し、

『
山
東
決
業
経
済
論
』
を
書
い
た
が
、
首
時
満
鍛
駐
在
員
の
諸
氏
ら

と
あ
る
き
ま
わ
っ
た
此
の
歴
城
燃
は
、
張
心
一
の

「
山
東
省
概
況
佑
計
報
告
」

は
た
ら

で
は
水
田
て
五

O
O畝
、
皐
地
九
二
て
六
九
三
畝
と
推
計
さ
れ
(
統
計
月

報
』
一
九
一
一
一
一
年
一
月
枕
)
。
ど
う
や
ら
氏
の
調
査
さ
れ
た
冷
水
潟
荘
(
約
三
七

O
戸
の
む
ら
で
、
「
村
民
の
大
部
分
は
自
作
践
で
、
自
小
作
は
約
二
五
戸
(
七

%
)
で
」
(
一
四
二
頁
)
、
「
水
田
が
多
く
、
」
「
米
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
」
(
二

一
八
頁
〉
の

こ
と
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
向
勝
路
家
荘
(
大
部
分
が
自
作
段
〉
の

「
看
披
的
に
た
い
す
る
報
酬
」
は
、
「
市
営
秋
の
時
に
は
一
畝
に
つ
き
婆
竿
斤
、

大
秋
の
時
に
は
粟
中
十
斤
」
と
あ
り
、
蘇
家
荘
の
「
罰
則
」
に
は
、
高
梁

・
豆
子

あ

わ

。

・
殺

・
黍
桜

・
榔
子
の
名
が
み
え
、
稲
米
の
こ
と
は
出
て
い
な
い
(
一
二
七

頁)。

こ
こ
で
も
冷
水
溝
荘
を
以
て
歴
城
燃
を
代
表
さ
せ
る
と
い
っ
た
鎖
大
解

離
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
榔
子
と
は
何
か
、
教
え
て
ほ
し
い
。

ま
た
附
録
二
地
力
と
村
落
|
機
款
を
中
心
に
し
て
ー
で
も
、
河
北
省
順
義

燃
の
調
査
例
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
が
誠
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
、
私
も
大
い
に
管
時
抗

さ
れ
た
が
、
鴻
和
徳
氏
の
「
河
北
省
高
陽
豚
的
郷
村
財
政
」
『
天
津
大
公
報
』

ハ
一
九
三
三
年
一
一
月
二
九
日
)
を
は
じ
め
、
省
時
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い

た

「
機
款
」
に
つ
い
て
は
、
拙
者

『
支
那
農
業
経
済
論
』
中
谷
、
三
八

l
四
七

頁
に
少
な
か
ら
ず
紹
介
し
て
お
い
た
。
私
の
云
い
た
い
こ
と
は
、
氏
が
二
七

O

頁
判
で
村
が
機
款
を
村
民
か
ら
徴
牧
す
る
方
式
が
、
そ
の
一
事
に
限
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
氏
の
調
査
成
果
は
誠
に
立
振
な
も
の
だ
が
、
一
事
を
以
て

庇
く
他
に
及
ぼ
す
よ
う
な
態
度

・
姿
勢
が
此
庭
に
も
見
え
る
。

い
よ
い
よ
氏
の
傑
出
し
た
研
究
成
果

・
第
二
部
の
ま
ず
第
七
章
「
開
葉
子」

と
落
穂
拾
い
を
採
り
あ
げ
た
い
。
氏
に
よ
れ
ば
、

「華
北
の
農
村
に
は
、
:

高
梁
の
葉
を
一
定
期
間
だ
け
誰
が
取
っ
て
も
よ
く
、
そ
の
期
間
の
前
お
よ
び
期

間
が
過
ぎ
た
あ
と
で
は
、
誰
に
も
取
ら
せ
な
い
と
レ
う
慣
行
」
が
、
「
普
通
的

に
存
在
す
る
」
。
「
私
が
使
う
材
料
は
昭
和
一
五
年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
、
州
側

鍛
北
支
経
済
調
査
所
慣
行
班
が
質
態
調
査
と
し
て
集
め
た
材
料
で
あ
る
」
と

し、

河
北
昌
繋
燃
侯
家
省
、
良
郷
豚
呉
広
村

・
常
家
荘

・
北
劉
村
、
順
義
勝
沙

井
村

・
都
家
組
、
賛
同
也
勝
大
組
各
荘
で
の
用
語
七
例
を
示
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で

此
の
七
例
の
な
か
で
「
関
闘
打
葉
子
」

・
「
開
業
子
闘
」
は
、
氏
の
所
謂
「
看

腎」

と
笛
般
に
結
び
つ
き
、
「
看
背
は
盗
人
や
家
畜
が
作
物
を
荒
す
の
を
看
税

す
る
だ
け
で
な
く
、
一
定
期
間
以
外
に
高
波
の
葉
を
取
る
こ
と
に
た
い
し
て
も

看
硯
す
る
。
そ
れ
が
自
分
の
葉
で
あ
っ
て
も
、
公
認
さ
れ
た
一
定
期
間
以
外
に

は
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
取
る
と
、
看
背
の
規
約
違
反
と
し
て
罰
せ
ら

れ
る
」
と
(
二
三
五
頁
)
。

高
梁
の
業
ほ
飽
き
(
打
楽

・
援
業
H
努
業
)
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
五
年
一
月

放
の

『
満
蒙』

に
私
が
「
魯
省
随
想
」
を
の
せ
た
と
き
、
山
東
省
の
「
農
作
の

第
二
位
を
占
め
る
高
梁
」
は
、
成
熟
前
副
ち
七
月
に
打
業
が
な
さ
れ
る
。
郎
ち

人
の
手
の
届
く
範
閣
の
葉
は
、
す
べ
て
打
ち
落
と
さ
れ
る
の
で
、
極
端
な
の
に

な
る
と
、
上
の
方
三
、
四
枚
の
葉
を
残
す
の
み
。
こ
れ
な
ど
は
満
洲
に
は
例
を

-142-
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見
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
百
姓
に
云
わ
せ
る
と
、
そ
の
窓
口
は
認
め
ず
、
成
熟

を
早
か
ら
し
め
、
倒
伏
を
防
ぎ
、

害
虫
の
後
生
を
防
止
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
掻
き
落
と
し
た
葉
は
、
太
陽
で
乾
か
し
、
牛
馬
の
飼
料
に
供
す
る
。
之
を

頁
れ
ば
一
大
畝
分
で

一
元
五
、

六
十
銭
の
枚
入
と
な
る
L

と
述
べ
、
ま
た

『山

東
農
業
経
済
論
』
で
は
水
野
燕
君
の
『
山
東
の
一
農
村
(
穆
豚
張
耀
屯
)
に
於

け
る
従
曾
経
済
調
査
誼
に
同
村
に
於
け
る
農
家
の
経
済
』

(
一
九
三
五
年
五
月

刊
)
か
ら
「
高
梁
の
出
穂
後
、
業
を
採
牧
し
て
之
を
乾
燥
せ
し
め
」
る
と、

「
祭
養
も
多
く
、
粗
飼
料
の
王
と
さ
れ
て
ゐ
る
」
を
註
記
し
て
お
い
た
。

水
野
君
に
し
て
も
私
に
し
て
も
、
吐
曾
経
済
調
査
に
硯
黙
を
向
け
て
い
た
か

ら
、
村
の
と
り
き
め
と
し
て
行
わ
れ
る
「
関
幽
打
葉
子
」
は
、
旗
田
君
に
よ
っ

て
初
め
て
数
え
ら
れ
、
私
の
理
解
を
深
め
え
た
が
、
い
っ
た
い
高
波
の
栽
培
の

最
も
多
い
地
医
は
、
東
北
地
直
卸
ち
北
目
の
満
洲
で
あ
り
、
私
の
識
る
か
ぎ
り

「
打
葉
子
」
が
行
わ
れ
な
い
し
、
そ
の
次
ぎ
は
山
東
・
河
北
・
河
南
・
四
川
・

快
西
・
江
蘇
・
山
西
・
安
徽
の
諸
省
の
順
だ
が
、
山
東
省
に
は
「
打
葉
子
」
は

行
わ
れ
る
が
、
村
の
お
き
て
と
し
て
慮
罰
規
定
を
伴
な
う
も
の
が
あ
っ
た
の
か

疑
わ
し
く
、

旗
田
君
の
論
稿
は
河
北
凶
豚
七
カ
村
に
限
ら
れ
て
い
な
が
ら
、

胃

頭
(
一
一
一
一
一
一
一
一
頁
)
で
「
こ
の
〔
開
業
子
の
〕
慣
行
は
、
華
北
一
機
の
村
々
に
民

範
囲
に
存
在
す
る
」
と
し
て
、
論
を
す
す
め
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
「
村
が
公
に
定
め
る
L

「
開
業
子
の
時
期
L

は
、
「
各
村
が
そ
れ
ぞ

れ
に
定
め
る
」
(
二
四
三
頁
)
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
定
め
る
の
か
、

一
言
も
述
べ
て
な
く
、
良
郷
師
肺
奥
底
村
で
は
陰
暦
七
月
七
日
頃
〈
二
O
三
頁
に

は
七
月
一
日
と
み
ゆ
)
か
ら
、
順
義
豚
那
家
瞳
で
は
七
月
頃
に
、
昌
繋
燃
は
六
月

二
O
日
頃
か
ら
約
中
十
月
間
、
順
義
勝
沙
井
村
で
は
暑
伏
に
入
り
署
伏
が
過
ぎ
る

ま
で
を
そ
の
時
期
と
す
る
つ
一
三
六
頁
)
、
沙
井
村
の
は
所
謂
三
伏
の
聞
を
い

う
の
か
。
氏
の
調
査
年
次
が
そ
れ
ぞ
れ
で
ち
が
っ
た
も
の
か
、
議
む
者
に
と
っ

て
は
、
戸
迷
い
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
私
は
若
干
補
足
し
て
お
く
。
打
薬
の
時

期
と
技
術
が
適
切
な
ら
、
子
粒
の
産
量
に
惑
い
影
響
は
無
い
。
古
同
梁
の
抽
穂
後

二
一
日
(
黄
熟
期
)
に
二
葉
を
残
し
て
打
葉
す
れ
ば
、
葉
の
産
量
が
割
合
多

く
、
品
冨
養
傾
値
も
高
い
。
抽
穂
後
十
四
日
(
朝
刊
熟
期
)
に
四
J
五
葉
を
残
し
て

打
葉
す
れ
ば
、
子
粒
の
産
量
・
品
質
に
甚
だ
大
き
な
影
響
は
無
く
、
業
の
品
質

も
好
く
、
た
だ
葉
の
産
量
が
少
し
低
い
。
打
業
が
早
過
ぎ
れ
ば
、
子
貨
の
産
量

に
影
響
す
る
と
の
張
景
華
氏
等
の
試
験
を
、
市
川
江
農
業
大
腕
平
編
者
『
作
物
栽
培

撃
』
上
耐
(
一
九
六
二
年
刊
、
二
六
四
|
五
頁
〉
で
引
く
と
共
に
、
「
若
干
の

地
面
」
で
こ
の
打
業
が
行
わ
れ
る
と
し
て
い
る
。

さ
て
開
葉
子
の
笛
目
、
氏
に
よ
れ
ば
看
育
夫
が
廟
の
鐙
を
な
ら
す
と
か
(
呉

庖
村

・
北
劉
村
〉
、
雑
役
夫
が
ド
ラ
を
叩
い
て
「
開
業
子
、
開
業
子
」
と
叫
び
つ

つ
村
中
を
あ
る
く
(
侯
家
管
)
。
開
業
子
の
期
間
中
(
約
牢
月
〉
は
本
人
と
他

人
、
本
村
人
と
他
村
人
の
匿
別
な
く
、
誰
で
も
自
由
に
高
梁
の
葉
を
採
っ
て
よ

い
(
た
だ
資

λ

盛
岡
肺
大
越
各
荘
の
み
、
他
村
人
の
立
入
り
を
制
限
す
〉
。
尤
も
そ

の
前
後
の
と
こ
ろ
で
、
良
郷
豚
常
家
荘
の
例
を
あ
げ
「
従
来
は
本
村
人
も
他
村

人
も
同
様
に
自
由
に
採
取
し
て
い
た
の
が
、

官崎
、殺
が
少
な
く
な
る
と
、
本
人
だ

け
が
取
る
よ
う
に
な
り
、
・

・す
ぐ
に
本
人
以
外
は
何
人
に
も
取
ら
せ
な
い
段

階
に
移
っ
て
い
る
」
と
(
二
四
五
頁
)
。

こ
こ
に
も
私
の
理
解
を
超
え
た
言
葉
が
出
て
く
る
。
華
北
の
移
民
に
よ
っ
て

開
拓
さ
れ
た
東
北
地
面
は
、
古
同
梁
・
帝
京
・
大
豆
の
三
色
綬
を
つ
く
り
、
そ
れ
も

「畝
」
に
十
倍
す
る
「
塙
」

リ

「
天
地
」
で
以
て
そ
の
耕
作
規
模
が
示
さ
れ
る

農
家
の
高
波
栽
培
に
、
こ
の
「
開
葉
子
」
が
行
わ
れ
ず
、
毎
年
十
数
高
の
移
民

を
迭
っ
て
来
た
山
東
の
多
く
の
地
医
で
、
「
打
葉
子
」
が
行
わ
れ
こ
そ
す
れ
、

一
定
期
間
中
、
他
人
(
本
村
人

・
他
村
人
)
に
自
由
採
取
を
公
認
し
た
ほ
ど
徐

裕
の
あ
る
営
み
が
、
氏
の
調
査
笛
時
み
ら
れ
た
も
の
か
。
山
東
で
の
報
告
が
見

9a a-
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え
な
い
か
ら
、
河
北
で
の
一
塩
り
の
村
で
の
調
査
を
借
る
と
、
「
閲
葉
子
の
期

間
中
は
、
誰
の
畑
に
入
っ
て
高
殺
の
築
を
取
っ
て
も
よ
い
」
。
「
貧
乏
人
は
こ
の

時
期
の
く
る
の
を
待
ち
か
ね
て
お
り
、
ム
口
回
と
と
も
に
高
梁
畑
に
と
ん
で
行

く
」
。
「
ど
こ
で
も
か
ま
わ
ず
L

、
「
ま
た
取
る
量
に
も
制
限
は
な
く
、
い
く
ら

で
も
欲
し
い
だ
け
、
取
れ
る
だ
け
取
っ
て
よ
い
。
高
梁
の
築
は
家
畜
の
飼
料
と

な
り
、
燃
料
と
も
な
り
、
大
量
に
集
め
れ
ば
頁
る
こ
と
も
で
き
る
」
。

「
開
葉
子

の
時
期
は
貧
乏
人
に
と
っ
て
節
句
の
よ
う
だ
と
、
村
氏
が
い
っ
て
い
る
」
と

(
二
三
七
頁
)
。

こ
れ
は
氏
の
第
七
草
開
葉
子
と
落
穂
拾
い
の
「
自
由
採
取
は
、
大
多
数
の
村

に
お
い
て
本
村
人
・
外
村
人
の
匿
別
な
し
に
」
許
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
は

あ
ち
こ
ち
で
氏
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
「
貧
乏
人
」
に
は
哲
く
か
ら
認
め
ら

れ
た
も
の
。
も
し
開
業
子
の
期
間
に
営
業
的
に
「
打
楽
」

す
る
よ
う
な
業
者
が

出
た
場
合
に
封
す
る
問
答
が
、
果
た
し
て
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
か
、
た

ず
ね
て
み
た
い
。
私
は
、
東
北
か
ら
華
北
・
筆
中
・
華
南
の
城
銀
・
股
村
を
、

通
認
を
仲
な
い
同
僚
と
共
に
調
査
し
て
来
た
が
、
日
本
人
と
し
て
の
調
査
の
限

界
、
問
機
な
こ
と
は
中
園
人
の
調
査
の
な
か
に
も
汲
み
と
れ
る
の
で
、
と
に
も

か
く
に
も
中
外
人
の
調
査
資
料
を
う
ん
と
，
誠
ん
で
、
調
査
針
象
に
接
近
す
ベ
く

心
掛
け
て
来
た
。

旗
田
君
自
身
も
、
二
四
七
頁
で
質
抵
鯨
大
越
各
荘
で
、
「
開
業
子

・
落
穂
拾

い
」
と
も
木
村
人
に
だ
け
取
ら
せ
、
他
村
人
に
は
取
ら
せ
な
い
と
い
っ
た
別
設

を
、
こ
の
村
出
身
で
順
義
鯨
公
明
者
に
つ
と
め
る
イ
ン

テ
リ
の
吐
か
れ
た
の
を
紹

介
し
つ
つ
も
、

「
村
の
質
情
と
ち
が
っ
た
知
識
を
の
べ
た
よ
う
な
疑
い
も
あ

り
、
そ
の
ま
ま
信
ぜ
ら
れ
な
い
貼
が
あ
る
」
と
注
意
さ
れ
た
。

こ
う
い
っ
た
疑

義
は
、
村
に
は
い
っ
て
「
物
識
り

」

(
讃
書
人

・
巴
紳
)
か
ら
教
え
ら
れ
る
話

の
中
に
、
た
え
ず
出
自
民
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
氏
は
之
を
例
外
事
項
と
認
め
、

「
高
梁
が
少
な
く
な
る
と
、
本
人
だ
け
が
取
る
よ
う
に
な
る
」
と
て
、
「
そ
の

場
合
に
他
村
人
は
い
け
な
い
が
、
本
村
人
は
取
っ
て
よ
い
と
い
う

段
階
が
な

く
、
す
ぐ
に
本
人
以
外
は
何
人
に
も
取
ら
せ
な
い
段
階
に
移
っ
て
い
る
」
と
い

う
の
が
、
氏
の
い
わ
ん
と
す
る
貼
で
、
「
「
関
閥
打
葉
」
は
、
華
北
全
般
の
農
村

に
存
在
す
る
慣
行
と
み
て
よ
い
」
と
大
胞
に
震
言
さ
れ
た
。

そ
れ
な
ら
ば
、
私
は
氏
に
借
問
し
た
い
。
旗
田
君
の
調
査
針
象
と
な
っ
た
河

北
築
城
豚
寺
北
柴
村
は
、
棉
が
主
要
作
物
で
、
こ
の
地
方
は
華
北
に
お
け
る
重
要

な
棉
作
地
帯
で
あ
る
と
い
う
(
五
四
頁
)
。
そ
こ
で
は
村
の
お
き
て
と
し
て
、

「
拾
花
日
」
の
慣
行
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
山
東
省
の
一
部
の
棉
作
地
で
は
、

棉
頚
(
も
も
)
を
つ
み
と
る
「
拾
花
」
は
、
在
来
棉
な
ら
四
日
な
い
し
五

日
お
き
に
、
米
棉
種
な
ら
六
日
な
い
し
七
日
お
き
に
行
わ
れ
る
が
、
村
々
で
は

棉
盗
人
を
防
止
す
る
た
め
「
拾
花
日
」
を
約
定
し
、
降
霜
(
十
月
中
旬
J
十

一
月
上
旬
〉
ま
で
の
問
、
拾
花
日
以
外
の
日
に
村
人
た
ち
は
自
分
の
棉
花
畑
へ

あ

の
立
ち
入
り
を
禁
ぜ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
降
霜
後
、
色
の
槌
せ
た
棉
預
は
、
何

人
も
自
由
勝
手
に
他
人
の
畑
の
も
の
さ
え
採
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。

ち
ょ
う
ど
「
開
閤
打
葉
子
」
が
高
梁
畑
で
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
華
北
の
主
要
棉

作
村
で
こ
う
し
た
「
拾
花
日
」
に
つ
い
て
の
村
の
慣
行
が
見
ら
れ
た
か
。

こ
の

鮎
、
氏
の
著
書
に
は
一
言
も
燭
れ
て
い
な
い
。

-144ー

い
っ
た
い
村
の
慣
行
、
お
き
で
は
、
「
各
村
が
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
」
だ
け

に
、
旗
田
君
の

い
う
こ
と
が
中
圏
全
土
に
廃
〈
見
ら
れ
る
も
の
か
、
疑
惑
が
出

て
来
る
。
氏
は
専
門
に
村
落
の
共
同
飽
的
性
格
を
究
明
し
た
人
物
だ
が
、
私
は

そ
の
研
究
分
野
こ
そ
ち
が
う
が
、
農
村
を
調
査
し
て
い
た
際
に
、
嘗
面
し
た
見

聞
が
、
氏
の
述
べ
た
事
柄
と
ち
が
う
若
干
の
具
鰻
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

氏
は
「
作
物
が
畑
に
あ
る
と
き
、
家
畜
を
放
し
飼
い
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
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な
い
。
も
し
家
畜
が
他
人
の
作
物
を
あ
ら
す
と
、
盗
み
に
準
じ
て
廃
罰
さ
れ

る
」
と
い
う
と
し
ハ
一

O
二
頁
〉
、
良
郷
蘇
奥
庖
村
の
「
怖
告
」
(
如
有
牲
音

故
意
践
踏
禾
菌
、
俄
食
五
殺
、
按

一
元
至
二
十
元
罰
之
)
を
引
か
れ
た
。
と
こ

ろ
が
、
私
が
一
九
三
三
年
三
月
に

吉
林
省
懐
徳
豚
大
泉
限
の
調
査
を

し
た
と

き
、
笛
村
に
は
「
種
豚
〈
牡
豚
)
が
お
ら
ず
。

都
村
の
焼
鍋
(
高
梁
酒
の
つ
く

り
酒
屋
)
が
飼
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
愛
情
し
て
笛
村
ま
で
牝
豚
を
た
ず
ね
ま
わ

り
、
畑
の
作
物
を
ど
ん
な
に
荒
し
て
も
、
村
人
は
こ
の
種
豚
を
鞭
う
っ
て
逐
い

出
す
こ
と
が
で
き
ぬ
と
い
う
慣
行
の
存
す
る
」
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
公
主
山領

経
済
調
査
曾
『
満
洲

一
農
村
の
吐
曾
経
済
的
研
究
!
大
泉
眼
部
落
調
査
』

(昭

和
九
年
刊
〉
で
は
、
こ
こ
の
「
部
落
の
成
豚

二
十
五
頭
中
、
六
頭
は
繁
殖
牝

で
、
他
は
全
部
去
勢
せ
る
肥
腫
豚
で
あ
る
。
:
:
繁
殖
牝
六
頭
を
有
す
る
此
の

部
溶
が
、
牡
豚
を
一
頭
も
持
っ
て
ゐ
な
い
と
言
ふ
現
象
は
、
満
洲
の
小
部
落
に

は
よ
く
見
る
例
で
、
此
廃
で
は
三
支
皇
を
距
つ
安
家
溜
棚
の
地
主
老
孫
家
の
牡

豚
と
愛
情
せ
る
此
腐
の
牝
豚
と
が
、
互
に
喋
ぎ
合
ひ
、
遠
く
畑
を
横
切
っ
て
歩

み
寄
っ
て
来
る
の
で
、
手
数
が
い
ら
な
い
。
:
;
:
夏
期
に
は
小
供
の
猪
管
見
を

つ
け
て
放
牧
す
」
と
し
(
五
二
頁
)
、
前
述
し
た
如
く
「
此
の
種
豚
が
如
何
に

畑
を
荒
す
と
も
、
之
を
鞭
打
つ
事
が
出
来
な
い
事
に
な
っ

て
ゐ
る
」
(
一
一
一
一
一
一
一

貰〉。

一
緒
に
調
査
し
た
同
僚
と
の
聞
に
、
叙
述
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
に
し

て
も
、
「
種
豚
が
ど
ん
な
に
畑
を
荒
し
て
も
、
そ
の
種
豚
の
持
ち
主
が
罰
款
を

支
緋
う
よ
う
な
こ
と
は
、
紹
制
到
に
聴
取
し
な
か
っ
た
。
種
牡
豚
と
い
え
ば
、
度

東
省
陵
水
で
婦
が
一
方
の
後
脚
に
縄
索
を
つ
け
て
、
村
の
中
を
あ
る
い
て
い
る

の
に
嘗
面
し
て
、
村
人
に
き
く
と
、
彼
女
は
牽
務
婆
で
種
つ
け
を
し
て
稼
い
で

い
る
。
こ
こ
海
南
島
の
豚
(花
発
〉
は
、
生
後
五
カ
月
も
た
て
ば
牡
豚
に
交
配

さ
せ
、
生
後
八
|
一
二
カ
月
も
経
て
ば
初
産
を
み
る
。
普
通
、
年
に
二
四
分
娩

し
、
一

腹
に
八

l
一
O
頭
の
仔
を
も
っ
。
そ
し
て
生
後
三

l
一
五
日
も
す
れ

ば
、
去
勢
す
る
。
多
く
放
飼
さ
れ
、
私
の
放
日
誌
に
は
、
燦
橋
に
近
づ
い
て
慮

々
に
野
生
の
サ
ボ
テ
ン
が
群
生
し
て
古
典
色
の
花
を
つ
け
、
県
黒
の
山
羊
や
腹
の

白
い
豚
が
放
さ
れ
て
飼
を
漁
っ
て
い
る
と
あ
る
。
併
し
作
物
を
荒
ら
し
た
場
合

の
措
置
は
、
開
い
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
牧
穫
の
終
っ
た
田
畑
で
の
落
穂

・
残
果
が
自
由
に
採
集
で
き
る
慣

行
は
、
奮
く
か
ら
認
め
ら
れ
、
私
も
江
蘇
の
松
江
牽
陽
橋
の
稲
作
調
査
時
に
目

撃
し
た
し
、
ま
た
山
東
の
拙
阿
南
に
留
撃
し
た
時
、
枚
穫
後
の
落
花
生
畑
で
人
と

豚
が
字
っ

て
残
留
す
る
も
の
を
あ
さ
っ
て
い
る
の
を
見
て
来
た
。
青
島
に
い
た

w
・
ワ
グ
ナ
l
の
『
中
園
農
書
』

(邦
謬〉

下
谷
五
六
四
頁
に
は
「
作
物
を
収

穫
し
た
後
の
落
穂
は
、
何
び
と
が
取
る
も
構
わ
ぬ
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、

企
帯
、
い
わ
奇
心
か
恥
骨
ん
は
、

秩
に
そ
の
財
政
能
力
に
感
じ
て
一
小
豚
群
を
買

い
集
め
、
そ
れ
ら
を
出
来
る
だ
け
長
く
冬
期
間
休
耕
し
て
い
る
畑
に
放
牧
し

て
、
や
が
て
肥
え
た
こ
ろ
に
屠
殺
場
に
震
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。
旗
田
君
の
本

垂直

一
O
二
頁
に
も
「
蒙
古
か
ら
羊
群
を
つ
れ
て
北
京
に
む
か
う
も
の
は
、

途
中

の
村
々
の
畑
に
羊
群
を
い
れ
て
枯
れ
草
を
た
べ
さ
せ
な
が
ら
放
を
つ
づ
け
る
。

そ
の
と
き
羊
群
の
引
率
者
は
誰
に
こ
と
わ
る
こ
と
も
な
く
、
自
由
に
畑
に
羊
を

い
れ
草
を
く
わ
せ
る
。
:
:
:
と
に
か
く
大
多
数
の
村
々
に
お
い
て
、
放
牧
の
制

限
は
全
く
な
い
」
と
あ
る
。

尤
も
そ
の
す
ぐ
あ
と
で
、
「
と
こ
ろ
が
山
東
省
歴
城
豚
の
冷
水
溝
お
よ
び
路

家
荘
の
地
方
で
は
、
:
・
:
水
田
が
多
く
、
放
牧
に
よ
っ
て
水
田
が
あ
ら
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
放
牧
は
一
切
禁
止
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
旗
田
君

あ
ひ
る

は
畜
獣
の
放
牧
に
つ

い
て
、
こ
う
し
た
護
言
を
さ
れ
た
が
、
所
謂
北
京
鳴
子
の

放
養
に
は

一
言
も
無
い
。
こ
こ
で
私
は

J
・
L
・
バ
ッ
ク
数
授
が
江
蘇
(
江

北
)
の
輿
化
燃
で
家
鴨
の
飼
主
達
が
部
落
の
橋
梁
や
道
路
を
修
理
す
る
費
用
を
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支
挑
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
鴨
の
群
を
農
民
の
田
畑
に
放
飼
す
る
特
権
を
輿
え

ら
れ
て
い
る
と
二
υE
2
2
明
町
田
開

g
g自可
・3
5
8・
で
報
告
す
る
し
、

私
は
街
東
省

〈海
南
島
〉

の
嘉
絞

・
陵
水

・
九
所
の
一
一
一
カ
所
で
「
鴨
租
」
な
る

も
の
を
数
え
ら
れ
た
。
陵
水
で
は
民
田

・
公
団
に
か
か
わ
ら
ず
、

割
稲
後
の
水

田
に
鴨
子
を
放
飼
し
、
落
穂
で
之
を
肥
臨
さ
せ
た
場
合
、
そ
の
管
制
の
幽
董
が

飼
主
か
ら

鴨
租
〈
放
飼
料
〉
を
徴
す
る
。
(
そ
の
使
途
に
つ

い
て
は
調
査
洩

れ
)
。
鴨
子
の
飼
主
は
、
専
門
に
之
を
飼
う
漢
人
で
、
四
、
五
百
朝刊
も
飼
え
ば

年
に
三
、
四
十
元
の
鴨
租
を
納
め
た
。

嘉
積
で
も
、
牧
穫
後
二
週
間
ぐ
ら
い
鴨

子
の
放
飼
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
鴨
租
は
村
の
聞
学
校
経
由
民
に
充
て
ら
れ
る
。
九
所

で
は
、
新
暦
十
二
月
中
旬
か
ら
約
一
カ
月
の
問
、
鴨
子
を
飼
う
一
専
業
者
が
遠
方

か
ら
四
、
五
百
初
、
と
き
に
千
五
、
六
百
羽
刊
の
鴨
子
を
つ
れ
て
仮
小
合
を
つ
く

り
、
旧
聞
の
落
穏
や
小
魚
を
あ
さ
ら
せ
て
肥
胞
さ
せ
、

餌
に
な
る
も
の
が
無
く

な
る
と
、
村
に
鴨
砲
を
支
倣
っ
て
他
施
に
移
る
。
そ
の
鴨
租
は
、
一
千
工
田

(約
五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
に
つ
き
、
二
、
三
十
元
の
わ
り
で
、
そ
れ
が
村
の
牧

て

あ
て

入
と
な
っ
て
土
木
工
費
や
保
長
の
津
貼
に
な
る
と
聴
か
さ
れ
た
(
一
九
四
二

三
年
調
査
)
。

話
を
「
看
背
」
に
戻
し
て
、
私
は
作
物
盗
人
の
措
置
を
と
り
あ
げ
た
い
。
旗

田
君
の
良
郷
燃
奥
庖
村
調
査
は
誠
に
詳
し
く
、

看
車内
的
が
盗
人
を
つ
か
ま
え
た

ら
「
廟
に
連
行
し
、

〔
村
政
の
一
切
を
慮
理
す
る
〕
公
曾
の
世
話
人
に
引
き
渡

す
。
そ
の
世
話
人
が
集
っ
て
相
談
し
、
「
盗
人
の
欣
況
に
よ
っ
て
底
罰
の
程
度

に
軽
重
を
つ
け
る
」
。
「
多
く
の
場
合
に
、
罰
金
で
:
:
:
公
用
の
ラ
ン
プ

・
提
灯

・
茶
・
机

・
鍋
・

爆
竹
等
を
買
う
。
爆
竹
を
貰
う
の
が
多
い
と
も
い
わ
れ
る
。

そ
の
爆
竹
は
正
月
に
な
ら
す
が
、
そ
の
音
を
き
く
と
盗
人
は
駈
し
が
る
と
い

う
」
。
い
っ
ぽ
う
「
被
害
者
に
た
い
す
る
物
質
的
保
鐙
は
な
い
。
極
貧
者
に
は

罰
金
を
輿
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ご
く
ま
れ
で
あ
り
、
普
通
の
人
は
貰
え
な

い
」
と
(
二

O
四
l
五
頁
)
。
順
義
勝
沙
井
村
で
は
、
「
看
育
夫
が
盗
人
を
と
ら

え
た
時
に
は
、
;
・
:
村
公
所
の
あ
る
廟
に
つ
れ
て
ゆ
き
、
L

「
腐
罰
は
村
長
や
曾

首
の
意
見
で
き
め
る
。
そ
こ
に

一
般
村
氏
が
意
見
を
出
す
こ
と
は
な
い」
。
「
軽

い
時
に
は
、
盗
人
に
多
少
の
金
を
出
さ
せ
て
線
香
を
買
い
、

闘
で
焼
香
し
、
将

来
盗
ま
ぬ
よ
う
に
誓
わ
せ
る
」
と
(
二

O
九

|
一一一

O
頁)。

ま
た
歴
城
鯨
冷

水
滞
在
で
は
、
「
看
波
的
は
盗
人
を
荘
公
所

へ
つ
れ
て
行
き
、
:
・
荘
長
は
保

長
甲
長
等
、
村
の
世
話
人
の
考
え
を
き
い
た
上
で
、
盗
人
を
蕗
分
す
る
。

路
家

荘
で
は
荘
長

・
保
長
・
甲
長
・
被
害
者

・
看
披
的
が
集
り
、
庭
分
方
法
を
相
談

す
る
。
そ
し
て
罰
則
を
示
す
「
告
白
」
を
示
し
(
一二

七
頁
〉
、

「
罰
金
は
、
小

額
な
ら
全
部
被
筈
者
に
渡
し、

多
額
の
時
に
は
:
:
一
部
を
村
の
公
共
費
に
く

り
入
れ
る
」
と
。

こ
こ
で
は
作
物
盗
人
の
さ
ば
き
は

「
荘
公
所
」
、
「
村
公
所
の
あ
る
廟
」、

「
廟
」
で
行
わ
れ
る
よ
う
だ
が
、
私
が
筆
中
の
江
蘇
省
無
錫
の
築
巷
鋲
で
見
聞

し
た
桑
葉
泥
捧
の
さ
ば
き
は
、
鋲
公
所
の
す
ぢ
向
い
の
「
茶
館
」
で
行
わ
れ

た
。
い
っ
た
い
中
園
の
農
村
で
茶
館
ほ
ど
魅
力
を
覚
え
さ
す
も
の
は
少
な
か
ろ

う
。
竹
内
賞
君
の
随
筆
集
の
題
名
に
『
茶
館
』
と
つ
け
ら
れ
た
の
も
、
そ
こ
に

あ
ろ
う
。
僅
か
一
瓶
の
湯
茶
に
数
銭
を
投
じ
さ
え
す
れ
ば
、

好
き
勝
手
な
世
間

話
を
口
に
し
て
喜
怒
哀
楽
を
と
も
に
感
じ
、
狭
い
見
識
を
臨
め
、
他
人
の
玩
ぶ

麻
雀
や
ポ
ー
カ
ー
を
立
ち
見
し
て
い
る
。
田
舎
に
生
活
す
る
人
々
も
、
市
銀
に

交
易
に
来
た
序
で
に
一
休
み
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
も
仕
入
れ
て
踊
る
。
ま
た
他
郷

か
ら
仕
事
を
求
め
て
来
る
男
は
、
茶
館
の
常
連
た
る
ボ
ス
を
た
よ
っ
て
求
職
の

世
話
を
依
頼
す
る
。
わ
れ
わ
れ
が
来
る
少
し
前
、
横
山
村
の
侯
某
が
桑
葉
を
盗

ん
だ
現
場
を
所
有
主
に
抑
え
ら
れ
、
設
人
と
一
緒
に
こ
の
鋲
公
所
に
来
た
。
鋲

長
は
彼
等
を
茶
館
に
仲
げ
な
い
、
た
ま
た
ま
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
達
の
前
で
公
判

-146ー



147 

に
付
し
、
そ
の
罪
獄
の
明
白
な
こ
と
か
ら
、
百
五
十
元
の
罰
金
を
課
し
た
。
百

五
十
元
と
い
え
ば
、
そ
の
年
の
春
繭
五
十
斤
の
債
格
で
あ
り
、
彼
は
彊
繭
を
買

っ
た
代
金
か
ら
こ
の
罰
金
を
納
め
る
約
束
で
穆
放
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
端

午
の
節
句
と
そ
の
翌
日
、
西
郊
の
宮
崎
大
王
廟
の
前
の
舞
蜜
で
、
放
役
者
を
招
い

て
村
芝
居
が
朝
の
十
時
か
ら
夕
方
の
六
時
ま
で
う
た
れ
、
約
五
百
人
の
槻
衆
が

て
ん
で
に
精
子
持
参
で
観
劇
し
た
も
の
だ
。
こ
の
芝
居
に
要
し
た
諸
掛
り
六
五

六
元
の
明
細
書
が
、
茶
館
の
壁
に
貼
ら
れ
て
い
て
、
私
が
銀
長
か
ら
聴
い
た
話

で
は
、
上
記
の
桑
葉
罰
款
だ
け
で
は
大
き
く
不
足
す
る
の
で
、
近
郊
の
桑
園
主

や
養
魚
池
主
の
有
志
が
此
の
茶
館
に
集
ま
っ
て
相
談
し
、
双
方
が
字
額
。
つ
つ
を

分
擁
し
、
そ
れ
を
各
戸
に
割
り
あ
て
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
郷
鎮
の
茶
館

が
、
村
氏
の
一位
曾
生
活
の
た
め
に
不
可
紋
の
機
関
と
な
り
、
そ
れ
が
単
な
る
娯

幾
の
場
所
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
郷
村
の
自
治
に
関
連
し
た
行
政

・
司
法
の
面

で
も
活
用
さ
れ
、
桑
葉
盗
人
が
茶
館
内
で
公
衆
の
面
前
で
巧
み
に
裁
か
れ
、
罰

金
も
村
民
連
の
最
も
築
し
み
と
す
る
も
の
に
使
わ
れ
た
。
た
だ
百
五
十
元
の
罰

金
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
か
を
聴
か
な
か
っ
た
手
洛
ち
が
あ
る
。

そ
の
貼
、
本
書
一
二
七
頁
で
歴
城
蘇
蘇
家
荘
の
罰
則
(
一
九
四

O
年
)
と
し
て

あ

わ

き

ぴ

高
梁
・
穀

・
黍
稜
一
一
穂
萱
角
、
豆
子
一
課
萱
角
、
榔
子
一
個
慰
角
、
ま
た
二

O

三
頁
で
良
郷
豚
奥
底
村
の
罰
則
と
し
て
「
倹
玉
米
、
按
三
冗
以
上
十
五
元
以
下

之
罰
金
。
在
七
月
一
日
以
前
、
如
有
努
高
、梁
業
者
、
一
元
至
五
元
罰
之

0

・
。
如
有
牲
畜
故
意
践
踏
禾
苗
、
品
取
食
五
穀
、
按
一
元
至
二
十
元
罰
之
」
を
示

さ
れ
、
一
九
八
頁
で
昌
禦
蘇
侯
家
品
目
で
は
「
罰
金
の
額
は
、
被
害
の
多
少
に
よ

る
の
で
は
な
く
、
盗
ん
だ
人
の
貧
富
に
よ
り
、
臨
酌
し
て
き
め
る
の
で
、
一
定

し
な
い
」
と
し
、
一
八
一
頁
で
恩
師
肺
前
家
築
で
は
「
盗
人
を
と
ら
え
た
時
に
、

夜
の
盗
人
は
五
圏
、
霊
の
盗
人
は
三
園
の
罰
金
を
取
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
勲
、

そ
こ
に
夫
々
の
魔
債
の
仕
方
が
見
出
さ
れ
、
興
味
ふ
か
い
。

き
て
村
で
の
裁
剣
も
、
華
南
の
調
査
放
行
で
ま
た
ち
が
っ
た
も
の
に
曾
っ

た
。
私
は
五
カ
月
あ
ま
り
海
南
島
に
滞
在
し
て
、
旗
回
君
の
同
僚
だ
っ
た
堕
見

金
五
郎
君
ら
と
土
地
慣
行
調
査
を
し
た
。
こ
こ
の
漢
人
と
い
え
ば
稿
建
籍
と
旗

東
籍
が
大
半
を
占
め
、
し
か
も
多
く
褒
族
し
て
居
る
。
即
ち
よ
し
ん
ば
金
村
が

一
姓
一

族
で
構
成
し
て
い
な
く
で
も
、
同
族
が
緊
住
す
る
の
が
、
華
南
村
落
の

特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
先
祖
の
位
牌
を
安
置
し
た
宗
洞
H

洞
堂
で
、
通
常
春
秋

二
回
祭
犯
が
行
わ
れ
、
更
に
一
族
に
闘
す
る
重
要
措
置
が
、
こ
こ
で
議
せ
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
宗
洞
は
、
村
民
の
集
曾
所
と
な
り
、
村
の
行
政
・
司
法
の
中
植

地
と
な
る
。
同
族
村
落
で
の
紛
宇
は
、
殆
ん
ど
宗
洞
で
庭
理
さ
れ
、
解
決
の
で

き
ぬ
場
合
に
の
み
、
官
憲
の
手
を
煩
わ
す
。
崖
豚
で
聴
い
た
族
内
裁
判
で
は
、

軽
微
な
罪
だ
と
、
族
長
が
訓
戒
し
、
洞
堂
で
数
時
間
正
座
さ
せ
る
、
之
を
「
罰

脆
」
と
い
う
。
窃
盗
行
潟
に
射
し
て
は
、
宗
伺
の
柱
に
縛
っ
て
戒
尺
で
二
、
三

十
殴
る
。
重
罪
と
認
め
れ
ば
、
族
諮
か
ら
除
名
し
、
村
外
に
追
放
す
る
。
之
を

「
出
族
」
と
い
う
。
私
は
、
「
解
放
前
の
華
南
農
村
の
一
性
格
」
な
る
一
文
を

『
迫
手
門
皐
院
大
事
文
豪
部
紀
要
』
第
三
鋭
(
一
九
六
九
年
刊
)
で
、
同
族
村

落
と
そ
の
景
観

・
宗
洞
の
役
割

・
甥
館
・
械
闘
等
々
、
北
方
の
村
落
で
は
な
か

な
か
遭
遇
せ
ぬ
よ
う
な
欣
況
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

い
っ
ぽ
う
東
北
の
吉
林
省
懐
徳
賂
大
泉
眼
部
落
の
調
査
を
や
っ
た
み
ぎ
り

(
一
九
三
三
年
三
月
初
)
、
四
十
五
戸
の
小
村
だ
が
、
我
々
の
滞
在
中
、
農
家

の
引
越
し
が
目
立
ち
、
|
|
村
民
た
ち
が
そ
の
「
搬
家
」
の
手
蹄
押
さ
え
し
て
い

た
|
|
調
査
の
結
果
、
村
外
移
住
者
八
戸
、
来
住
者
八
戸
、
な
お
村
内
で
の
や

ど
が
え
が
若
干
あ
り
、
聴
け
ば
奮
暦
二
月
と
八
月
が
引
越
し
時
期
だ
と
の
こ

と
。
四
十
五
戸
の
う
ち
最
多
数
を
占
め
る
の
が
農
業
労
働
者
で
十
九
戸
(
四
二

%
)
、
つ
い
で
小
作
農
十
三
戸
(
二
九
%
)
、
地
主
五
戸
(
一
一
%
て
そ
の
他

八
戸
(
一
八
%
)
と
い
い
、
一
八
二

O
年
の
蒙
地
の
開
放
後
に
熱
河
省
か
ら
移

弓''
s
u
T
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住
し
た
の
が
、
草
分
け
地
主
だ
と
聞
か
さ
れ
た
。
同
じ
く
懐
徳
豚
稔
樹
林
屯
九

二
戸
の
調
査
で
も
段
業
努
働
者
が
三
五
戸

ハ三
八

%
〉
を
占
め、

そ
の
中
に
新

た
に
引
越
し
て
来
、
雇
主
の
家
に
住
み
込
む
な
り
、
村
で
一
軒
借
り
て
通
う
も

の
も
あ
っ
た
。

こ
の
部
落
に
我
々
同
僚
数
人
を
一
年
間
住
み
込
ま
せ
て
調
査
を

し
た
そ
の
一
人

・
海
野
磯
雄
君
の
報
告

(
一
九
四
三
年
〉

が、

た
ま
た
ま
旗
田

君
の
「
村
の
人
|
村
民
の
資
格
」

(一一一

O
l
一
六
四
頁
)
と
も
関
連
す
る
の

で
、
之
を
紹
介
し
て
お
く
。
そ
れ
は
三
月
十
六
日
の
こ
と
、
年
工
〈
年
雇
い
)

契
約
が
披
露
さ
れ
る
「
吃
稿
努
」
の
宴
が
催
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
一雇一
主
は
、
一
雇

人
や
家
人
の
た
め
に
主
食
は
稲
米
の
め
し
で
、
料
理
は
八
碗
八
磯
(
八
汁
八

楽
)
と
い
う
特
別
の
弛
走
を
用
意
し
て
、
近
郊
人
や
親
戚
を
招
き
、
席
上
、
主

人
が
年
工

一
人
一
人
の
仕
事
に
細
か
い
注
意
を
奥
え
た
あ
と
、
年
工
の
頭
が
代

表
し
て
答
辞
を
述
べ

て
の
ち
、

年
工
は
年
工
同
志
で
食
卓
を
園
み
、

家
人
は
親

戚

・
近
郊
の
食
卓
の
聞
に
は

い
っ
て
も
て
な
す
。
こ
の
「
吃
稿
努
」
は
、
「
一

つ
に
は
一
履
傭
主
や
年
工
や
家
族
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
先
の
耕
種
労
働
に
先
立

っ
て
そ
の
努
を
摘
う
意
味
で
饗
隠
す
る
こ
と
、
二
つ
に
は
雇
傭
主
と
年
工
と
の

わ
U
'り

一
雇
傭
契
約
を
屯
の
人
々
の
前
に
披
露
し、

雇
傭
閥
係
を
吐
曾
的
に
成
立
さ
せ
る

と
い
う
こ
と
か
ら
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
年
工
た
ち
は
、
は
じ

め
て
部
落
の
一
員
と
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
都
り
近
所
の
人
々
と
も

親
し
く
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
令
部
落
日
記
|
三
月
」

『
満
鍛
調
査
月
報
』

第
二
三
省
第
十
二
腕
一
五
二
頁
、
一
九
四
三
年
刊
)
。

旗
田
君
が
第
五
章
村
の
土
地
と
村
の
人
|
村
の
境
界
と
村
民
の
資
格
で
、
一

O
O頁
徐
に
わ
た
っ
て
詳
述
さ
れ
た
最
後
の
総
括
|
村
の
土
地
と
村
の
人
と
の

布
離
も
、
氏
が
調
査
劉
象
と
さ
れ
た
こ
省
数
カ
村
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
自

盤
、
自
ら
「
以
上
の
論
述
で
す
ぐ
結
論
を
出
す
の
は
早
計
で
あ
り
、
さ
ら
に
多

く
の
事
項
を
見
き
わ
め
た
上
で
結
論
を
下
す
べ
き
だ
と
思
う
」
と
滋
言
さ
れ
な

が
ら
、
そ
の
あ
と
で
「
た
だ
従
来
考
え
ら
れ
た
よ
う
な
村
落
共
同
健
で
な
い
こ

と
、
少
な
く
と
も
村
落
共
同
髄
と
い
う
概
念
で
簡
軍
に
割
り
き
る
べ
き
で
な
い

こ
と
は
た
し
か
だ
と
思
う
」

と
。
私
に
云
わ
せ
る
と
こ
れ
も

「
過
言
」
で
あ
ろ

う
。
中
園
研
究
者
の
聞
に
「
村
落
共
同
趨
」
と
い
っ
た
定
型
概
念
が
い
っ
た
い

定
着
し
て
い
る
の
か
、
マ
ル
ク

ス
の
見
解
の
ほ
か
、
若
い
翠
徒
の
共
同
館
論
が

し
ば
し
ば
論
ぜ
ら
れ
る
と
き
、
き
っ
と
此
の
旗
田
君
の
勢
作
が
無
造
作
に
引
用

さ
れ
る
。
私
は
そ
の
無
造
作
の
引
用
で
自
設
を
論
登
せ
ん
と
す
る
新
人
の
態
度

に
遺
憾
さ
を
覚
え
、
お
も
い
き
っ
て
筆
を
執
っ
た
も
の
で
、
本
書
第
二
部
の
諸

章
に
針
し
深
甚
な
敬
意
を
表
す
る
し
、
私
自
身
も
満
銭
側
の
一
員
と
し
て
、
東

大
法
事
部

・
京
大
経
済
事
部
の
諸
数
授
と
共
に
、
こ
の
慣
行
調
査
事
業
に
参
査

し
て
い
た
だ
け
に
、
数
年
間
華
北
で
調
査
に
あ
た
っ

た
諸
君
の
な
か
か
ら
、
こ

の
旗
田
君
の
著
書
と
内
田
智
雄
君
の
家
族
に
つ
い
て
の
勢
作
が
出
た
に
す
ぎ

ず
、
あ
と
は
論
文
が
少
な
か
ら
ず
出
た
も
の
の
、
幸
中
の
商
工
業
慣
行
調
査
の

成
果
と
し
て
の

論
文
同
様
、
筒
軍
に
さ
が
し
出
せ
な
い
吠
態
に
お
か
れ
て
い

る
。
進
大
な
費
用
を
満
銭
が
か
け
て
、
数
年
間
ほ
ぼ
三
十
人
あ
ま
り
の
調
査
員

を
擁
し
た
こ
の
事
業
を
考
え
る
と
き
、
華
北
の
そ
れ
は

『
中
園
農
村
慣
行
調

査
』
全
六
容
が
出
版
さ
れ
た
も
の
の
、
や
は
り
素
材
の
提
供
に
す
ぎ
ず
。
二
十

年
間
満
鍛
の
調
査
マ
ン
と
し
て
育
っ
た
私
に
は
、
一
沫
の
寂
し
さ
を
究
え
る
と

共
に
、
こ
の
旗
旧
君
の
大
作
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
て
い
る
。
本
書
の
あ
ら

さ
が
し
に
終
っ
た
よ
う
な
も
の
の
、
こ
れ
だ
け
の
も
の
は
鐙
大
抵
の
こ
と
で
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
(
枚
方
市
菊
丘
町
五
ノ
十
三
天
野
元
之
助
〉
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